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れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
守
る
施
策
の

推
進
を
、政
府
の
行
う
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
訴
え
続
け
て
い
く
と

と
も
に
、現
場
サ
イ
ド
は
動
揺
す
る
こ
と
な
く
、

日
々
進
化
す
る
教
育
に
資
す
る
た
め
に
も
、
研

修
活
動
に
全
力
を
注
ぎ
専
門
性
を
更
に
高
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
栃
幼
連
幼
稚
園
教
育
功
労
者
表
彰

教
育
振
興
功
労
　
　
二
名

教
育
研
究
功
労
　
　
一
名

●
栃
幼
連
永
年
勤
続
表
彰

四
十
年
表
彰
　
　
　
二
名

三
十
年
表
彰
　
　
十
二
名

二
十
年
表
彰
　
二
十
三
名

十
年
表
彰
　
　
　
五
十
名

来
賓
祝
辞

本
大
会
に
際
し
、
県
か
ら
福
田
富
一
知
事
代

理
と
し
て
須
藤
揮
一
郎
副
知
事
、
県
議
会
を
代

表
し
て
県
政
経
営
委
員
会
よ
り
五
月
女
裕
久
彦

委
員
長
、
開
催
地
を
代
表
し
て
佐
藤
栄
一
宇
都

宮
市
長
代
理
と
し
て
刑
部
郁
夫
宇
都
宮
市
子
ど

も
部
長
、
ま
た
県
教
育
委
員
会
か
ら
須
藤
稔
教

育
長
代
理
と
し
て
山
形
昭
夫
学
校
教
育
課
長
、

県
経
営
管
理
部
よ
り
新
井
隆
文
書
学
事
課
長
、

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
よ
り
増
田
眞
千
子
セ
ン

タ
ー

　

長
に
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た

上
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六
〜
二
十
七
日
、

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
と
宇
都
宮
市
内

各
会
場
に
お
い
て
、
大
会
テ
ー
マ
『
幼
児
教

育
の
成
果
を
示
そ
う
』
〜
人
格
形
成
は
幼
児

期
の
生
活
と
あ
そ
び
か
ら
〜
の
も
と
、
県
内

百
八
十
一
園
、
千
四
百
八
十
九
名
の
参
加
者

を
集
め
て
本
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
式
典
と
講
演
会
と
セ
ミ
ナ
ー
、

二
日
目
は
十
七
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
研

究
・
研
修
に
取
り
組
ん
だ
。

式
典

主
催
者
挨
拶
（
要
約
）

栃
幼
連
理
事
長
　
石
嶋
　
　
昇

六
十
年
ぶ
り
に
「
教
育
基
本
法
」
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
一
連
の
教
育
改
革
の
流

れ
の
中
で
幼
児
教
育
の
大
切
さ
が
法
律
に
も
明

記
さ
れ
、
ま
た
「
脳
科
学
」
の
世
界
で
も
「
情

動
」
が
五
歳
頃
ま
で
に
固
ま
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
る
等
、
幼
児
教
育
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
一
方
そ
の
幼
児
期
の
教
育
が
今
大

い
に
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
政
府
は
「
こ
ど
も
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
」
で
幼
保
一
体
化

を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
二
十
五
日
に

発
表
さ
れ
た
基
本
制
度
案
要
項
で
は
、
教
育
的

視
点
が
欠
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
幼
児
教
育
を

担
っ
て
き
た
幼
稚
園
の
役
割
に
は
全
く
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
「
地
域
主
権
改
革
関
連

法
案
」
で
は
、
最
低
基
準
の
地
方
条
例
化
・
児

童
福
祉
法
改
正
等
の
審
議
が
進
め
ら
れ
、
ナ

シ
ョ　

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
低
下
に
よ
る
子
育
て
・

子
育
ち
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
状
況
の
変
化
に
惑
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一

に
、
日
々
の
保
育
に
全
力
を
尽
し
て
い
か
な
け

講
演

「
心
根
を
育
て
る
」

㈱
環
境
緑
化
研
究
所
代
表
取
締
役

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
園
長

塚
本
こ
な
み
氏

女
性
樹
木
医
第
一
号
と
し
て
知
ら
れ
た
氏

は
、
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
大
藤
の
移

植
を
手
が
け
、
こ
れ
を
縁
に
園
内
の
造
園
設
計

も
担
当
、
同
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
園
長
に
就
任

し
て
い
る
。

小
学
生
を
相
手
に
、
屋
久
島
の
杉
に
会
い
に

行
き
、
杉
の
声
を
聞
い
て
来
る
。
次
に
、
学
校

の
校
庭
に
あ
る
木
々
の
う
ち
、
自
分
の
お
気
に

入
り
の
木
を
選

び
、
木
と
話
を

す
る
と
い
う
授

業
の
話
は
、
感

動
的
だ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー

「
福
尾
野
歩
セ
ミ
ナ
ー
」

旅
芸
人
　
福
尾
　
野
歩
氏

先
生
方
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
大
変
多
か
っ
た
、

ご
存
知
「
ト
ラ
や
帽
子
店
」
の
元
座
長
、
福
尾

氏
を
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
。

『
大
工
の
き
つ
つ
き
さ
ん
』『
Hi
！
Hi
！
Hi
！
』

な
ど
、
お
馴
染
み
の
歌
に
合
わ
せ
て
繰
り
広
げ

ら
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
数
々
に
、
会
場
一

同
が
抱
腹
絶
倒
（
ノ
リ
が
悪
い
と
怒
ら
れ
そ
う

な
？
）。
保
育
技
術
ア
ッ
プ
に
も
な
り
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
も

な
り
、
楽
し
く

も
あ
っ
と
い
う

間
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

男
性
保
育
者
へ

の
エ
ー
ル
も
よ

か
っ
た
。



1分科会

2分科会

3分科会

4分科会

5分科会

6分科会

7分科会

栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会

加藤千佐子（作新学院大学女子短期大学部教授）
関　弥栄子（陽の丘幼稚園教頭）

加藤先生のお話がとても
楽しくわかりやすく、日々
の保育を見直す良い機
会になった。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

心の育ちと保育（86名）

横山　洋子（千葉経済大学短期大学部准教授）
高瀬　　惠（佐野みのり幼稚園長）

難しい研究テーマで理解
するのに苦労したが、少し
わかってきたように思う。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

社会性の育ちと子どもの規範意識の芽ばえ（80名）

秋場美智子（発達障害者支援センター前センター長）
福田　春雄（野崎幼稚園長）

気になる子への他園の
対応の仕方や、たくさん
の知識・情報を得ること
ができた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

気になる幼児と障がいへの理解（97名）

青栁　　宏（宇都宮大学教授）
沼尾　広美（聖アントニオ幼稚園教諭）

テーマの幅が広すぎたよ
うに思う。満３歳について
もっと知りたかった。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

２～６才の発達、保育のあり方（109名）

荒井　　洌（白鷗大学名誉教授）
大中　清見（法得幼稚園長）

荒井先生はすばらしい。
また別の機会でもお話を
聞きたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

自園の特色や方針を理解して生かす保育（43名）

岡　　　健（大妻女子大学准教授）
小倉　庸寛（愛泉幼稚園主事）

教師の向上のために自
園で機能していない部分
が明確になり、改善への
道筋が見えた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

園の課題にもとづく研修の在り方（37名）

鈴木　智恵（栃木県幼児教育センター指導主事）
小野塚　聡（おもちゃのまち幼稚園長）

日々の保育の反省、子ど
も一人ひとりの記録の大
切さを痛感した。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育記録を活かしながら、幼児一人ひとりの成長を
見守る（要録記入研修）（84名）

　21世紀を担っていく子どもたちが、瞳きらめく数々の体験を
通じて豊かな心を育み、生きる力の基礎を培っていけるよう、
猛暑の中で迎えた2日目（7月27日）、17の分科会に分かれて
研究・研修にあたった。
　各分科会の問題提起者と会場は下記のとおり。
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金田　和美（松ヶ峰幼稚園教諭）
本庄　圭祐（まこと幼稚園教諭）
川島　　暁（バンビ幼稚園主任）
内木　大輔（第二薬師寺幼稚園副園長）
寺内　宏子（作新学院幼稚園教諭）
長　亜紀子（法得幼稚園教諭）
福田　直子（輪王寺附属日光幼稚園教諭）
加藤　聖子（今市幼稚園教諭）
竹村　　恵（呑竜幼稚園教諭）
加藤　早苗（佐野みのり幼稚園教諭）
高根沢伸友（宇大附属幼稚園教諭）
長島　弥生（認定こども園あかみ幼稚園教諭）
小池　栄子（ 井台幼稚園教頭）
星野さやか（宇大附属幼稚園教諭）
安藤　紀子（聖母幼稚園教諭）
菅野多希子（たちばな幼稚園教諭）
高野　直子（ひかり幼稚園主任）
岩井　優子（牧が丘幼稚園教諭）
佐藤　広志（七井幼稚園長）

二荒山会館

県総合文化センター

県総合文化センター

二荒山会館

二荒山会館

とちぎ青少年センター

県総合文化センター

ホテルニューイタヤ

パルティ
コンセーレ
パルティ
県総合文化センター

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10
11
12

栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会
第57回第57回第57回第57回第57回

問題提起者 会　場分科会
●保育内容研究部門

作新学院幼稚園プレイルーム
コンセーレ
篠井地区市民センター

13
14
15

会　場分科会
●講座部門

コンセーレ
栃木県総合教育センター

16
17

会　場分科会
●免許更新、新採研

日目
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9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

16分科会

17分科会

栃木県幼稚園教育研究大会大畠　秀子（作新学院高等学校養護教諭）
桒子　佳子（矢場川幼稚園長）

養護教諭の専門的なお
話がとてもためになっ
た。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保健・安全講座
～保育中のケガや病気等への対応と予防～（46名） 川原　誠司（宇都宮大学准教授）

若林　佳子（仁神堂幼稚園教諭）

保護者に「いつどのよう
に伝えていくか」につい
て勉強になった。自園に
持ち帰り早速話し合いた
い。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育における保護者とのかかわりと連携（74名）

宮里　和則（日本ダンゴムシ協会主宰）
市村　直哉（ふじおか幼稚園教諭）

園に戻ったら早速、ダン
ゴムシレース、ポンプ式
水鉄砲で遊ぼうと思う。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

不思議を見つけよう！
～幼児期における科学的思考力の芽生えとは？～（57名） 三塚　悦子（虹ヶ丘幼稚園副園長）

浅見　容子（ふたば幼稚園主任）

子どもの目線に立って、
保育を見直してみようと
思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼児期にふさわしい体験や活動を考える（115名）

永井　弘美（栃木県幼児教育センター副主幹）
酒井　明美（吹上幼稚園長）

記録の大切さ、どのよう
な記録が有効なのかを
具体的に学べたのですぐ
に実践したい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育に生かす幼児の記録（83名）

小宮路　敏（文科省指定小学校音楽教科書編集員）
臼井　直美（かしわ幼稚園教諭）

素敵な歌や遊びを学び、
また、笑顔・言葉・愛・パ
ワーをもらいました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

つたえよう手のぬくもりを
～豊かな感性を育てるための教材～（120名）

新規採用幼稚園教諭研修（188名）
渡邉　眞一（初音丘幼稚園長）
井上　智賀（旭幼稚園長）

他園の事例を聞けて大
変参考になった。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼稚園が地域に根ざすということ（51名）

山路　純子（前 常磐短期大学教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園長）

他園の先生方と活発な
情報交換ができ、有意義
だった。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

共感し合える保育者と保護者の関係づくり（76名）
石原　栄子（作新学院大学女子短期大学部教授）
山荷フサ子（作新学院幼稚園教頭）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（45名）

①幼児理解について
　全体会：高木　恵美（栃木県幼児教育センター指導主事）
　演　習：各地区新採教諭研修指導者
②ワークショップ「コミュニケーション能力の向上を目指して」
　指導：栃木県幼児教育センター２名、栃木県総合教育センター生涯学習部４名

（詳細はP.7）

栃木県幼稚園教育研究大会
第57回第57回
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第
一
回
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

�

期
日
平
成
二
十
二
年
六
月
八
日
（
火
）

�

会
場
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
・

体
育
館

�

内
容
「
運
動
あ
そ
び
を
楽
し
く
指
導

す
る
ポ
イ
ン
ト
」

�

講
師
幼
児
体
育
連
盟
　
橋
本
幸
造
氏

�

参
加
一
四
八
名

マ
ッ
ト
運
動
・
縄
跳
び
運
動
・

跳
び
箱
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
、
楽
し

く
体
を
動
か
す
指
導
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
年
齢
別
の
指
導
や
身
近
に
で
き

る
運
動
遊
び
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
特
に
、
年
齢
別

の
指
導
を
聞
い
て
、
日
々
の
積
み
重
ね
が

大
切
だ
と
実
感
し
た
。

04

特
別
支
援
教
育
研
修
会

�

日
時
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日
（
月
）

午
後
二
時
半
〜
四
時
半

�

会
場
二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

�

内
容
「
発
達
障
害
児
の
理
解
と
支
援
」

�

講
師
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
教
授

梅
永
雄
二
氏

�

参
加
一
〇
二
名

自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
等
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
の
発
達
障
害
の
具
体
的
な
説

明
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
子
へ
の
対
応
と
し

て
ア
メ
リ
カ
の
情
報
を
含
め
て
ト
ー　

タ
ル

サ
ポ
ー
ト
の
観
点
か
ら
幼
児
期
の
援
助
方

法
を
学
ん
だ
。

第
一
回
　
設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

�

期
日

平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
（
火
）

�

会
場

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

�

内
容
・
講
師

説
明
会
①
「
与
薬
に
つ
い
て
」

「
法
人
税
に
つ
い
て
」

経
営
研
究
委
員
長
　
酒
井
精
一
氏

説
明
会
②
「
子
ど
も
の
体
力
つ
く
り

推
進
に
つ
い
て
」

栃
木
県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

指
導
主
事
　
渡
邉
伸
夫
氏

研
修
①
「
麻
疹
に
つ
い
て
」

栃
木
県
健
康
増
進
課
岡
本
そ
の
子
氏

研
修
②
「
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て

〜
適
正
な
保
育
料
を
考
え
る
〜
」

バ
ン
ビ
幼
稚
園

理
事
長
　
小
笠
原
義
仁
氏

�

参
加
　
八
四
名

第
１
回
の
経
営
研
修
会
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
実
施
さ
れ

た
。
説
明
会
①
で
は
、
保
護
者
の

依
頼
で
園
児
に
与
薬
す
る
場
合
の
留
意

点
、
補
助
活
動
事
業
で
あ
っ
て
も
収
益
事

業
と
し
て
法
人
税
の
対
象
と
な
る
場
合
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
説
明
会
②
で
は
、

幼
児
期
か
ら
の
体
力
づ
く
り
の
重
要
性

と
、
各
園
へ
の
理
解
・
協
力
の
要
請
が

あ
っ　

た
。
研
修
①
で
は
、
麻
疹
の
免
疫
が

な
い
若
者
の
現
状
と
、
そ
の
対
策
、
実
習

生
受
入
の
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
研
修
し

た
。
研
修
②
で
は
、
幼

稚
園
教
諭
の
待
遇
改
善

を
目
指
し
た
適
正
保
育

料
の
算
出
方
法
に
つ
い

て
研
修
し
、
保
育
料
改

定
へ
の
努
力
の
必
要
性

を
再
認
識
し
た
。

第
二
回
新
規
採
用
教
員
研
修
会

�

期
日

平
成
二
十
二
年
六
月
十
七
日（
木
）

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
（
火
）

�

会
場

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

�

内
容
　
公
開
保
育
・
保
育
研
究

�

参
加
　
十
七
日
　
　
　
八
五
名

二
十
二
日
　
一
〇
二
名

集
合
研
修
二
回
目
と
し
て
、
新

装
と
な
っ
た
宇
都
宮
大
学
教
育
学

部
附
属
幼
稚
園
を
会
場
と
し
て
、
公
開
保

育
・
保
育
研
究
が
行
わ
れ
た
。

幼
稚
園
教
諭
と
し
て
二
カ
月
、
日
頃
担

当
し
て
い
る
年
齢
と
は
違
っ
た
保
育
を
見

学
し
、
保
育
の
中
身
を
知
り
、
自
分
の
保

育
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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教
頭
・
主
任
講
座

�
期
日

平
成
二
十
二
年
七
月
二
日
（
金
）

�

会
場

ひ
な
ぎ
く
幼
稚
園
（
さ
い
た
ま
市
）

�

内
容

保
育
参
観
・
施
設
見
学
・
講
演

「
教
育
目
標
を
保
育
の
中
に

具
体
化
す
る
方
法
」

�

講
師

学
校
法
人
浅
沼
学
園

ひ
な
ぎ
く
幼
稚
園
長浅

沼
康
雄
氏

�

参
加
　
二
八
名

園
児
た
ち
は
、
幼
稚
園
の
隅
々

ま
で
利
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
持
っ
て
遊
ん
で
い
た
。
ま
さ
に

「K
ids

First

で
あ
る
こ
と
・
幼
稚
園
で

あ
る
こ
と
・
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
主
人

公
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
を
実

践
し
て
い
る
園
で
あ
る
。

先
生
方
も
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ど

う
あ
る
べ
き
か
」
を
考
え
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
を
認
め
、
受
け
止
め
、
き
め
細
か

い
目
配
り
や
気
配
り
を
し
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
た
。

園
長
浅
沼
氏
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
も

倉
橋
イ
ズ
ム
を
継
承
し
、
月
一
回
行
わ
れ

る
勉
強
会
に
も
自
主
的
に
参
加
し
、
各
々

が
教
育
の
質
を
高
め
、
子
ど
も
に
寄
り
そ

う
教
育
を
展
開
し
て

い
る
印
象
を
受
け

た
。
子
ど
も
の
把
握

が
十
分
で
な
い
場
合

は
、
教
師
同
士
が
連

携
し
お
互
い
が
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
報

告
し
合
う
等
し
て

補
っ　

て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

第
一
回
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

�

期
日

平
成
二
十
二
年
七
月
五
日
（
月
）

�

会
場

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

�

内
容
「
自
分
の
性
格
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

知
る
…
交
流
分
析
の
基
礎

（
３
つ
の
私
と
エ
ゴ
グ
ラ
ム
）」

�

講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
交
流
分
析
協
会

教
授
　
小
林
雅
美
氏

性
格
は
五
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
実
際

に
自
己
分
析
す
る
こ
と
で
、
な
り
た
い
自

分
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
自
己
分
析
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
直
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
も
再
認

識
で
き
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
職
場

の
人
た
ち
と
の
よ
り
よ
い
人
間
関
係
作
り

に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と

思
っ
た
。

栃
幼
連
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
運
転
研
修
会

�

日
時

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
（
月
）

午
後
二
時
半
〜
四
時

�

会
場

二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）

�

内
容
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
交
通
安
全

教
育
」

�

講
師

宇
都
宮
中
央
警
察
署
交
通
総
務
課

企
画
係
長
　
森
本
誠
四
郎
氏

�

参
加
　
一
六
一
名

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
、
一
人

ひ
と
り
が
安

全
運
転
意
識

を
高
め
る
効

果
的
な
研
修

と
な
っ
た
。

主
な
ポ
イ

ン
ト
は
次
の

通
り
。

１．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
正
し
く
確
実
に

装
着
す
る
事

２．
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
し
、

人
や
車
の
動
き
に
注
意
す
る
事

３．
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
運
転
は
危
険

で
す
。
遠
目
・
近
目
の
ラ
イ
ト
を

上
手
に
使
い
分
け
る
事

４．
運
転
中
に
気
分
が
悪
く
な
っ
た
と

き
は
、
無
理
せ
ず
運
転
を
中
止
す

る
事

５．
し
っ
か
り
自
分
の
目
で
、
二
度
三

度
と
安
全
確
認
す
る
事

６．
一
口
で
も
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転

は
禁
止
す
る
事

第
二
十
五
回
全
日
私
幼
連
関
東
地
区
教
員
研
修

千
葉
大
会

�

期
日

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
・
十
八
日

�

会
場

幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）
他

毎
年
恒
例
の
関
東
地
区
教
員
研

修
が
、
幕
張
メ
ッ
セ
を
メ
イ
ン
会

場
に
二
千
名
超
の
教
員
が
集
ま
り
開
催
さ

れ
た
。
来
賓
の
森
田
健
作
知
事
、
日
本
一

若
い
熊
谷
俊
人
市
長
か
ら
心
温
ま
る
言
葉

を
い
た
だ
い
た
後
、
記
念
講
演
で
は
東
北

大
学
の
川
島
隆
太
教
授
よ
り
「
脳
を
育
む

幼
児
教
育
」
と
い
う
演
題
に
て
、
脳
の
働

き
と
保
育
に
つ
い
て
と
て
も
興
味
深
い
話

が
聞
け
た
。
二
日
目
は
十
九
の
フ
ォ
ー
　

ラ

ム
に
分
か
れ
て
研
修
が
行
わ
れ
、
第
５

フ
ォ
ー
　

ラ
ム
「
心
の
育
ち
と
保
育
」、
第

８
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
特
別
支
援
教
育
に
お
け

る
保
護
者
と
の
か
か
わ
り
と
連
携
」
を
栃

木
県
が
担
当
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
な
か
、

お
骨
折
り
い
た
だ
い
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
　

タ
ー　

と
問
題
提

起
者
の
先
生
方

へ
敬
意
を
表
し

た
い
。



続
い
て
、
そ
の
人
の
魅
力
を
引
き
出
す

イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

「
私
ブ
ラ
ン
ド
塾
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
」
校
長
の

『
ち
と
せ
先
生
』
に
よ
る
自
分
磨
き
セ
ミ

ナ
ー　

を
行
っ
た
。初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ち
と
せ
先
生
を
見
た
瞬
間
か
ら
憧
れ
の
眼
差

し
を
送
る
新
採
の
先
生
た
ち
。
一
瞬
に
し
て

新
採
た
ち
を
魅
了
し
て
し
ま
っ
た
ち
と
せ
先

生
は
、
約
十
年
前
の
ご
自
身
の
顔
写
真
を
公

開
す
る
こ
と
か
ら
話
を
始
め
た
。
十
年
前
の

冴
え
な
か
っ　

た
自
分
か
ら
、
今
の
自
分
に
な

る
ま
で
を
語
る
中
に
、
新
採
の
先
生
た
ち
を

勇
気
づ
け
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
自
分
の
可
能
性
に

自
信
を
持
た
せ
て
く
れ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
た
。

心
の
中
で
大
き
な
影
響

を
受
け
た
先
生
も
多
い

は
ず
で
あ
る
。

最
終
日
の
手
遊
び
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
対
象

年
齢
を
踏
ま
え
て
、
す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
と

で
き
る
も
の
、
す
ぐ
に
で
も
や
り
た
い
と
思

う
も
の
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
三
日
間
の
協

力
活
動
の
集
大
成
と
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
と

も
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合
間
を
利
用

し
て
一
生
懸
命
作
り
上
げ
た
。
順
位
は
つ
い

た
が
、「
全
部
い
い
！
全
部
覚
え
て
や
り
た

い
！
」
と
声
が
あ
が
る
ほ
ど
、
大
変
だ
っ
た

け
ど
作
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う
実
感
が
伝

わ
っ　

て
き
た
。
園
に
戻
っ
て
実
際
に
や
っ
て

み
て
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
自
分
の
成
長
と

共
に
今
回
作
っ
た
「
手
あ
そ
び
」
も
成
長
さ

せ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

こ
の
宿
泊
研
修
の
成
果
が
、
一
時
の
熱
で

冷
め
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
今
後
の
先
生
人

生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

宿
泊
研
修
報
告

新
採
研
宿
泊
研
修
実
行
委
員
長

上
野
　
和
彦

（
に
の
み
や
幼
稚
園
長
）

八
月
四
日（
水
）〜
六
日（
金
）、
一
六
八
名

の
新
規
採
用
教
員
が
参
加
し
、
と
ち
ぎ
海
浜

自
然
の
家
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
新

規
採
用
教
員
の
宿
泊
研
修
が
行
わ
れ
た
。
昨

年
同
様
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
実
践
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
を
提
供
す
る
」「
技
術

だ
け
で
な
く
人
間
性
も
磨
く
」
を
柱
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
、
ま
た
、
新
採
な
ら
で

は
の
悩
み
や
苦
し
み
を
共
感
し
合
い
、
励
ま

し
合
い
、勇
気
づ
け
合
う
こ
と
も
大
切
に
し
、

夏
休
み
明
け
の
保
育
へ
向
か
う
気
持
ち
を
後

押
し
す
る
研
修
と
位
置
づ
け
た
。
以
下
、
現

場
で
の
様
子
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

最
初
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー　

ク
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
は
、
グ
ル
ー
プ

内
で
の
お
互
い
の
役

割
や
関
係
性
に
気
づ

き
、
ま
た
一
六
八
人

全
員
で
一
体
感
を
味

わ
う
活
動
を
行
っ

　

た
。
例
年
以
上
に
、

柔
軟
な
発
想
や
、
皆
で
ま
と
め
る
力
が
感
じ

ら
れ
、
こ
の
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ど
ん
な
可

能
性
の
顔
を
見
せ
く
れ
る
の
か
楽
し
み
に

な
っ　

た
。

選
択
活
動
は
、
色
々
な
気
づ
き
が
持
て
る

よ
う
に
六
種
類
か
ら
二
つ
を
選
択
し
て
参
加

し
て
も
ら
っ
た
。
時
々
自
分
の
ク
ラ
ス
の
子

ど
も
た
ち
を
思
い
出
し
な
が
ら
楽
し
ん
だ

06

り
、
工
夫
し
た
り
す
る
姿
か
ら
、
こ
れ
か
ら

自
力
で
成
長
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん

だ
よ
う
に
思
え
た
。

と
こ
ろ
で
選
択
活

動
を
担
当
し
た
の
は
、

プ
ロ
の
研
修
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
や
慣
れ
た

講
師
で
は
な
い
我
々

実
行
委
員
で
あ
る
。

「
こ
の
場
で
百
％
の
も

の
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
良
い

じ
ゃ　

な
い
か
」「
良
か
っ
た
部
分
も
そ
う
で

な
か
っ
た
部
分
も
含
め
た
全
て
の
中
か
ら
、

何
か
気
づ
い
て
も
ら
え
れ
ば
良
い
じ
ゃ
な
い

か
」と
励
ま
し
合
っ
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

不
十
分
な
部
分
、
反
省
点
は
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
思
う
が
、
我
々
な
り
に
達
成
感
と
満
足

感
を
持
た
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
活
動

と
な
っ
た
。

二
日
目
の
全
体
研

修
は
、
技
術
だ
け
で

な
く
人
間
性
も
磨
く

と
い
う
こ
と
か
ら
、

『
ク
レ
ド
づ
く
り
』
を

行
っ
た
。
ク
レ
ド
に

つ
い
て
、
正
確
に
理

解
し
作
り
上
げ
る
の

は
時
間
的
に
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

『
今
後
の
保
育
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
ア
イ

テ
ム
』
と
い
う
理
解
で
作
成
す
る
こ
と
に
し

た
。
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
の
自
分
の
理
想
像

を
具
体
的
に
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
設
計
図
を
カ
ー
ド
と
し
て
完
成
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
カ
ー
ド
は
、
常
に
身
近
な
と
こ

ろ
に
置
い
て
、「
自
分
の
芯
」
を
確
認
し
な

が
ら
日
々
の
保
育
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
確

実
に
人
間
性
を
磨
い
て
い
く
た
め
の
ア
イ
テ

ム
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

就
職
説
明
会

期
日

平
成
二
十
二
年
七
月
十
日
（
土
）

場
所

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
大
展
示
場

参
加
状
況

参
加
園
数
　
　
一
二
七
園

参
加
者
数
　
　
四
二
〇
名

参
加
者
内
訳

県
内
学
生
　
　
三
二
六
名

県
外
学
生
　
　
　
八
一
名

一
般
（
社
会
人
）
一
三
名

恒
例
の
、
栃
幼
連
主
催
の
就
職
説
明
会

が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
暑
い
日
で
あ
っ

た
が
、
昨
年
よ
り
多
く
の
園
が
参
加
す
る

中
、
盛
況
の
内
に
実
施
さ
れ
た
。
県
内
の

幼
稚
園
で
は
、
例
年
、
二
百
名
程
の
新
規

採
用
が
あ
る
が
、
会
場
で
は
幼
稚
園
教
諭

を
目
指
す
学
生
と
、
よ
り
良
い
教
諭
を
採

用
し
た
い
幼
稚
園
側
と
の
熱
心
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
。



用
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
様
子
は
、
下
野
新

聞
（
八
月
二
十
二
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
、

多
く
の
県
民
に
周
知
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
第
三
日

（
十
月
二
十
日
）
は
、

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
部
の
「
家

庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
研
修
」
と

の
共
催
と
な
り
、
さ

ら
に
人
脈
を
広
げ
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
そ
し
て
、
最
終
日
の
第
四
日
は
、
作

成
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
元
に
各
園

で
の
実
践
研
修
と
な
り
ま
す
。

御
多
忙
な
中
、
多
く
の
先
生
方
の

御
協
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
研
修

夏
休
み
明
け
か
ら
秋
に

か
け
て
実
施
す
る
研
修
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
研
修

十
月
二
十
八
日
（
木
）
十
三
時
三
十
分
〜

個
別
の
支
援
計
画
作
成
や
事
例
研
究

を
し
ま
す
。

●
家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー

十
月
二
十
日
（
水
）
十
時
〜

子
ど
も
の
生
活
習
慣
に
関
す
る
講
話

と
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
を
し
ま

す
。

（
文
責
　
高
木
　
恵
美
）

幼
稚
園
・
保
育
所
等

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

少
子
化
や
情
報
化
等
、
社
会
の
急
激
な

変
化
は
、
子
ど
も
の
育
ち
に
様
々
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
に

悩
む
親
が
増
え
る
中
、
幼
稚
園
に
お
い
て

は
、
地
域
に
お
け
る
幼
児
期
の
教
育
の
中

核
的
施
設
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。教
育
要
領
の
改
訂
に
お
い
て
も
、

そ
の
機
能
の
拡
充
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
、
各
園
で
、
様
々
な
子
育
て

の
支
援
や
預
か
り
保
育
等
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
そ
れ
ら
の
取
組
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
規
に
立
ち
上

げ
た
も
の
で
す
。
県
内
の
幼
稚
園
長
、
も

し
く
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
教
職
員
の
先
生

方
を
対
象
に
、
五
か
年
計
画
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。

第
一
日
（
六
月
九
日
）
は
、
子
育
て
支

援
の
必
要
性
を
再
確
認
し
、
各
園
の
現
状

や
課
題
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

今
回
、
第
二
日
は
、
幼
稚
園
に
お
け
る

子
育
て
支
援
の
実
践
発
表
（
他
県
）
と
地

域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま

し
た
。
県
生
涯
学
習

課
や
教
育
事
務
所
の

社
会
教
育
主
事
の
協

力
で
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
地
域
人

材
・
資
源
や
そ
の
活
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第
十
七
分
科
会

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修

七
月
二
十
七
日
（
火
）
に
栃
木
県
幼
稚

園
教
育
研
究
大
会
の
第
十
七
分
科
会
と
し

て
、
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
の
第
三

日
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
演
習
「
幼
児
理
解
」

午
前
中
は
、「
幼
児
理
解
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
演
習
で
し
た
。

は
じ
め
に
、
全
体
会
で
、
文
部
科
学
省

作
成
の
研
修
用
ビ
デ
オ
「
い
っ
し
ょ
に
や

ろ
う
よ
〜
伝
え
合
う
気
持
ち
・
五
歳
児

〜
」
を
視
聴
し
、「
は
る
か
ち
ゃ
ん
」
と

い
う
一
人
の
女
の
子
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
一
見
、
自
分
勝
手
で
わ
が
ま
ま

に
見
え
る
は
る
か
ち
ゃ
ん
の
言
動
で
す

が
、「
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
も
っ
て

い
る
子
」「
友
達
の
や
る
こ
と
を
よ
く
見

て
、
慎
重
に
行
動
す
る
子
」
な
ど
、
表
面

的
な
見
取
り
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
内
面

を
理
解
し
よ
う
と

す
る
意
見
が
多

く
、
感
心
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
グ

ル
ー
　

プ
に
分
か

れ
、
同
様
の
演
習

を
し
ま
し
た
。
協

議
を
通
し
て
、
自
分
と
は
違
っ
た
子
ど
も

の
見
方
や
新
た
な
援
助
の
方
法
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

十
名
の
指
導
の
先
生
方
か
ら
の
的
確
な

助
言
も
あ
り
、
幼
児
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
目
指
し
て
」

午
後
は
、
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
生
涯
学

習
部
の
職
員
を
講
師

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
テ
ー　

マ
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

緊
張
し
た
表
情
で

始
ま
り
ま
し
た
が
、「
あ
と
だ
し
ジ
ャ
ン

ケ
ン
」「
バ
ー
ス
デ
イ
ラ
イ
ン
」
等
の
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
、
あ
っ
と
言
う
間
に
和

や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等
を
通
し
て
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
話
に
心
を
寄
せ
て
聞
く
こ
と

や
、
思
い
を
認
め
、
受
け
止
め
る
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

日
々
の
保
育
の
中
で
、
保
護
者
と
の
対

応
等
に
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
人
と
か
か
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味

わ
え
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
二
学
期
か

ら
の
保
育
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。



標
記
調
査
を
七
月
か
ら
対
象
幼
稚
園
に
お

い
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
調
査
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
法
人
の
管
理
運
営
状
況

・
幼
稚
園
の
管
理
運
営
状
況

・
会
計
処
理
状
況
　
等

実
施
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
対
象

幼
稚
園
設
置
者
あ
て
に
通
知
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
、
調
査
対
象
外
の
幼
稚
園

に
お
い
て
も
日
常
業
務
の
再
点
検
を
行
い
、

適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
点
検
の
結
果
、
園
則
変
更
、
園
地
・

園
舎
変
更
、
理
事
・
監
事
就
任
届
等
が
未
提
出

の
場
合
に
は
、
早
急
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限
　
十
一
月
中
旬

・
平
成
二
十
二
年
度
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金

（
一
般
補
助
分
）
の
内
定
に
つ
い
て
は
、
十
月

末
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
交
付
申
請
書
の

提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
別
途
通
知
す
る
内
定

通
知
に
基
づ
き
提
出
願
い
ま
す
。
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県
文
書
学
事
課

表　

彰

表　

彰

10
月
18
日 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

10
月
20
日 ※

家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　 
※

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

10
月
21
日 

公
開
保
育
研
究
会（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

10
月
22
日 

幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い（
足
利
市
）

10
月
23
日
〜
30
日  

第
17
回
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

10
月
25
日
・
26
日  

第
26
回
全
日
私
幼
連　

設
置
者
・
園
長

　

 

全
国
研
修
大
会（
兵
庫
）

10
月
28
日 ※

特
別
支
援
教
育
研
修

11
月
５
日 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

11
月
10
日
・
11
日  

全
日
私
幼
連　

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
群
馬
）

11
月
11
日 ※

10
年
経
験
者
研
修（
保
育
専
門
研
修
）

11
月
13
日 

と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

　 

資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅵ

11
月
16
日 

設
置
者
・
園
長
研
修
会

11
月
17
日 

全
日
私
幼
連
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会（
東
京
）

12
月
４
日 ※

保
育
を
語
る
会

12
月
６
日 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

12
月
24
日 

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

 

　
　

※

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

平
成
二
十
二
年
度

　

十
月
〜
十
二
月
の
事
業
予
定

第
57 

回
県
教
研
大
会

第
57 

回
県
教
研
大
会

栃
木
県
幼
稚
園
教
諭

栃
木
県
幼
稚
園
教
諭

就

職

説

明

会

就

職

説

明

会

平
成
二
十
二
年
度
幼
稚
園
財
務
関
係

調
査
の
実
施
に
つ
い
て

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

編集後記
海
外
に
居
る
身
内
と
の
や
り
と

り
の
為
に
一
年
ほ
ど
前
か
ら
使
い

は
じ
め
た
ス
カ
イ
プ
は
、
私
の
パ

ソ
コ
ン
の
最
も
便
利
な
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
未

だ
に
理
解
不
能
の
ま
ま
だ
が
、
と

に
か
く
素
晴
ら
し
い
機
能
で
あ
る
。

時
空
を
越
え
て
目
の
前
に
居
る
か
の
様

に
、
お
互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
地
球
の

裏
側
の
相
手
と
も
会
話
が
で
き
る
。
更

に
驚
く
べ
き
事
は
百
円
玉
一
つ
で
は
水

も
買
え
な
い
こ
の
時
代
に
、
何
時
間
話

し
て
も
何
処
に
か
け
て
も
無
料
で
あ
る
。

有
り
難
い
!!
そ
う
遠
く
な
い
未
来
、
私

達
の
係
わ
る
会
議
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
時

代
の
ネ
ッ
ト
を
通
し
た
会
議
に
取
っ
て

代
わ
る
様
な
予
感
が
す
る
。
そ
ん
な
時

代
が
来
る
の
が
待
ち
ど
お
し
い
。

既
に
県
幼
連
関
係
の
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
更

に
多
く
の
会
員
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
し
、
情
報
を
広
く
共
有
し
て
欲
し
い
。

二
学
期
に
な
っ
て
も
相
変
わ
ら
ず
連

日
の
猛
暑
、
涼
し
く
な
る
の
は
暫
く
先

ら
し
い
。
だ
が
日
が
落
ち
て
暗
く
な
る

と
何
処
か
ら
か
虫
の
声
が
聞
こ
え
る
。

秋
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
で
あ
る
。

（
広
報
委
員
　
岩
本
眞
砂
枝
）

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限
　
十
月
十
五
日
（
金
）

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教
材
費

等
補
助
金
（
特
別
補
助
分
）
関
係
書
類

一
　
特
別
支
援
教
育

・
提
出
書
類

ア
　
対
象
園
児
就
園
状
況
調
書

イ
　
対
象
園
児
担
当
・
指
導
教
職
員
に
関
す

る
調
書

ウ
　
対
象
園
児
で
あ
る
旨
の
判
定
調
書

・
提
出
期
限
　
十
月
二
十
九
日
（
金
）

※
ウ
に
つ
い
て
は
、
身
障
者
手
帳
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
療
育
手
帳
、
専

門
医
の
診
断
書
、
児
童
相
談
所
の
判
定

書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
職
員
か

ら
特
別
な
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
幼

児
が
補
助
対
象
園
児
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
留
意
願
い
ま
す
。

二
　
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業

・
提
出
書
類

ア
　
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
実
施
計
画
書

イ
　
各
事
業
に
お
け
る
保
護
者
等
へ
の
案
内

通
知
（
写
）

・
提
出
期
限
　
十
一
月
上
旬

三
　
わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業

・
提
出
書
類

ア
　
わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
実
施
計
画
書

イ
　
預
か
り
保
育
実
施
記
録

ウ
　
保
護
者
等
へ
の
案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限
　
十
一
月
下
旬

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上

提
出
願
い
ま
す
。

前
号
に
お
い
て
左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

Ｐ．
４
　
３
段
目
１
行
目

（
誤
）
１
０
２
条
園
対
策
委
員
長
　
根
室
隆
宣
　

（
正
）
１
０
２
条
園
対
策
委
員
長
　
根
村
隆
宣

Ｐ．
５
　
右
上
部
　
経
営
研
究
委
員
会
の
表
中

（
誤
）
専
門
委
員
　
小
野
塚
泰
弘

（
正
）
専
門
委
員
　
小
野
瀬
泰
弘

お
詫
び
と
訂
正


